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本研究では、社会的排斥が人々の自尊心や感情・その後の行動に与える影響について、関係流動性(Yuki, et al., 2007)に着目し検証を行った。
社会的排斥とは、「他者を対人関係や集団から追放・排斥したり、拒絶・無視するといった様々な行動」のことを指す (Leary, 2010)。また、自尊心とは、Leary & Baumeister (2000)のソシオメーター理論によると、「自己が対人関係を結ぶ相手として、どの程度魅力的で重要な存在であると他者から捉えられているかを監視する心的装置」のことである。本研究では、人々を取り巻く社会環境によって社会的排斥を受ける原因が異なるために、被排斥に伴う心理・行動反応にも社会差が存在するのではないかとの考えを示し、その際、社会生態学的環境要因として関係流動性に着目した。
関係流動性とは、「ある社会または社会状況に存在する対人関係の選択肢の多さ」のことである(Schug, Yuki, & Maddux, 2010; Yuki et al., 2007)。高関係流動性社会では、個人の意思や選好に従って対人関係の相手を自由に選ぶことができるため、魅力的な他者から選択され、社会的に成功できるか否かは、自己の価値の高低によって決まる。よって、自己の一般化された価値を監視する自尊心の有用性が大きいと考えられる。一方、低関係流動性社会では、対人関係形成の機会が少なく、既存相手との固定的な関係が継続するため、自己価値監視装置としての自尊心は有用でないと考えられる。以上より、被排斥による自尊心低下量は高関係流動性社会の方が低関係流動性社会よりも大きいとの理論仮説が立てられる。さらに、関係流動性の違いから被排斥後の行動にも社会差が見られると考えられる。一方、被排斥によって生じる否定的な感情は、他者や集団への所属欲求を持つ人間(Baumeister & Leary, 1995)にとって生存のために必要な反応であり、被排斥によって否定的感情を生じる程度に社会差はないだろうと考えられる。
これらを検証するために、サイバーボール課題を用いた日米比較実験を行った。サイバーボール課題とは、他の実験参加者と三人一組になりパソコン上でキャッチボールを行うことによって被排斥を経験させることのできる課題である。

その結果、被排斥による自尊心低下には日米差が見られ、否定的感情を生じる程度には日米差が見られないという、予測と一貫する結果が得られた。被排斥後の行動に関しては予測を支持する結果が得られなかったものの、社会的排斥が自尊心や感情に与える影響には社会差が存在することが示された。
